
 

第47回グラスファーミングスクール  

＆ 30周年記念特別企画 同窓会 in えこりん村 
〜 放牧酪農の挑戦と未来への架け橋 〜 

 
このたび、「第47回グラスファーミングスクール」と「創地農業21 30周年記念
特別企画 同窓会」を開催する運びとなりました。 

スクールでは、北海道由仁町の⾺場牧場を舞台に「牧場放牧酪農への挑戦とそ
の実践的な価値」をテーマに、背景や財務⾯の成功事例を共有します。新規就
農者や若⼿向けに、放牧地管理や経営改善の具体策を学ぶ貴重な機会です。 

さらに、今回の30周年記念同窓会では、ガビン・シース博⼠（ニュージーラン
ド）を招聘し、基調講演を実施！ 基本講座に加え、我々に向けた未来へのメッ
セージをいただきます。博⼠の貴重な知⾒を直接学び、その後のディスカッシ
ョンを通じて、これからの酪農のあり⽅について考えを深めましょう。 

また、これまでスクールに関わってくださった皆さまとの再会はもちろん、新
たな交流を広げる場としてもご活⽤いただけます。 

基調講演の後は、会場を移して「第47回グラスファーミングスクール」へとつ
ながります。「学び、語り合い、未来へつなぐ」 そんな濃密な時間を、ぜひと
も 皆さまと共有できればと思います。 

皆さまのご参加を⼼よりお待ちしております！ 

創地農業21 

 

 

 



＜１＞「30周年記念特別企画 同窓会」 
⽇程：2025年7⽉29⽇（⽕）10:30〜16:00   受付 10:30-11:00 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
会場：えこりん村 北海道恵庭市牧場277-4   
   受付：10:30-11:00 えこりん村ウエルカムセンター 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
対象： ①第47回グラスファーミングスクール参加者  （同窓会後、スクール会場へ移動） 
    ②過去、スクールへ参加された⽅および関係者 （同窓会のみ参加） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
定員： 100名 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
内容：     総合司会： 新村浩隆⽒ （創地農業21副代表｜⼗勝しんむら牧場代表） 
10:30-11:00(30)  受付     
11:10-11:40(30) 挨拶    庄司⼤⽒（株式会社アレフ代表取締役） 

⼩⾕栄⼆⽒（創地農業21代表｜ファームエイジ株式会社代表取締役） 
11:40-11:50(10) セレモニー  
12:00-13:30(90) 交流⾷事会 ⾷事やデザートを楽しみながら、参加者同⼠の親睦を深めます。 
13:40-15:10(90) 『基調講演  ガビンシース博⼠による講義｜グラスファーミングの基礎講座』＋未来

に向けてメッセージをいただきます。 
15:20-15:50(30) 草地品評会 ガビンシース博⼠＋スクール講師陣｜地域の異なる牧場から放牧地サンプ

ル（牧草と⼟）をご提供いただきます。それぞれの草地を観察し、違いや特徴を⽐較
することで、新たな気づきや学びを得る機会とします。 

16:00-               対象：①の⽅は、宿泊会場（栗⼭）へ移動  対象：②の⽅は、えこりん村にて解散
です。  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
参加費：3,500円 / おひとり様  
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
ガビン・シース博⼠ 
草地農業と放牧酪農の世界的権威であり、ニュージーランドを拠点に⻑年にわたり研究・指導を続けてき
た第⼀⼈者です。世界各国で酪農経営のアドバイザーとして活躍し、持続可能な牧草管理や放牧技術の発
展に⼤きく貢献されています。その理論と実践に基づく指導は、多くの酪農家や農業関係者に影響を与
え、放牧酪農の可能性を広げています。 

今回、コロナ禍以降初めてのリアル招聘となり、ガビン博⼠による「グラスファーミング基礎講座」が実
施されます。この講座は、第 47 回グラスファーミングスクール内ではなく、えこりん村での同窓会にて
開催されます。スクール参加者にとって必須のプログラムとなっておりますので、ぜひご参加ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
アクセス： 
マイカーでお越しの⽅ 道央⾃動⾞恵庭ICの利⽤が便利です。 
ICを出て、約600m右側が⼊り⼝です。駐⾞場は無料です。 
 
（J Rでお越しの⽅） 
恵庭駅から送迎バスは昨年で終了しました。 
タクシーをご利⽤ください。 
 
 
 



＜２＞「第47回 グラスファーミングスクール」  

 ⾺場牧場 放牧酪農への挑戦とその実践的な価値  

北海道・由仁町の⾺場牧場で⾏う2泊3⽇の放牧酪農プログラム。⾺場さんが放牧に転換した背景や財務⾯
の成功事例を共有します。 
新規就農者や若⼿向けに放牧地管理や経営改善の具体策を学ぶ絶好の機会です。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
⽇程：2025年7⽉29⽇（⽕）- 31⽇（⽊） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
受付会場：えこりん村 北海道恵庭市牧場277-4  受付：10:30-11:00 えこりん村ウエルカムセンター 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
セミナー会場：天然温泉くりやまホテルパラダイスヒルズ  
       北海道⼣張郡栗⼭町字湯地91 0123-72-1123  https://hotel-parahill.com/ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
牧場：⾺場牧場 北海道⼣張郡由仁町 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
定員： 40名 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
プログラム： 総合司会： 新村浩隆⽒ （創地農業21副代表｜⼗勝しんむら牧場代表）  

＊プログラムは変更になる場合がございます 
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⾷事やデザートを楽しみながら、参加者同
⼠の親睦を深めます。 
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基調講
演 

ガビンシース博⼠による講義｜グラスファ
ーミングの基礎講座 
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30 
草地品
評会 

ガビンシース博⼠＋スクール講師陣｜地域
の異なる牧場から草地を持参していただき
ます。観察から気づきに導いていただきま
す。 

16:00-       （グラスファーミングスクール参加者は、
栗⼭へ移動します） 
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17:45 

45 座学 「⾺場牧場の挑戦と成功の秘訣」（仮）  
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17:55-
18:40 

45 座学 「放牧酪農の鍵となる草地管理」（仮）  
佐藤 尚親 ⽒ 



18:40-
19:00 

20 休憩 （チェックイン）   

19:05-
21:00 

115 ⼣⾷ 参加者紹介 
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21:00-
23:00 

  
⾃由交
流会 

学びたい⼈、交流したい⼈、ゆっくりした
い⼈、場所を設けますのでご⾃由に！ 
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11:50     （ユンニの湯へ移動します） 
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60  昼⾷   

ユ
ン
ニ
の
湯 

13:00     （⾺場牧場へ戻ります） 
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ガビン博⼠によるまとめ：フィールドワー
クを振り返ります。 

14:35     （ホテルへ移動します） 
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55 休憩   
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120 

グループデ
ィスカッシ
ョン 

スクールを振り返り、ディスカッションを
深めます。 



18:00-
20:00 

120 ⼣⾷ 交流を深めます。 

❻ 
⼀般・
学⽣
6,000
円 

20:00-
23:00 

  
⾃由交
流会 

ディスカッションの続きや、講師との交流
を深める機会に！ご⾃由にご参加くださ
い。 

❼ 
⼀般・
学⽣
2,000
円 
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07:00-
08:40 

100 朝⾷ ＊宿泊された⽅のみ   

09:00-
09:40 

40 座学 「未来の酪農と環境共⽣」（仮）     
内⽥ 義崇 ⽒ 
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学⽣
5,000
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09-50-
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60 

ディス
カッシ
ョン発
表  

グループごとの発表です。 

10:50-
11:50 

60 総括 
ガビン博⼠による振り返り。2泊 3 ⽇、共
に学び、語り合ったことを、次のステップ
へとつなげていきましょう。 

11:50-
12:00 

10 
閉会挨
拶 

秋の経営塾、来夏のスクールに向けての紹
介 新村 浩隆 ⽒ 

 
参加費について：全⼯程での参加が断然お得です！ 
放牧酪農の学びを最⼤限に深めるためにも、ぜひ全⽇程でのご参加をおすすめします。 
⼀般：38,000円（※宿泊代・国内旅⾏傷害保険は別途） 
学⽣：20,000円（※宿泊代・国内旅⾏傷害保険は別途） 

🔸 単発参加も可能です（⼈数制限あり） 
例❺：2 ⽇⽬のフィールドワークのみ参加 → 10,000円 
※ただし、単発参加の場合は 1 回あたりの参加費が割⾼となり、全体の流れや学びを⼗分に体験できない
可能性があります。また、単発参加の⽅には全テキストの提供はございませんので、あらかじめご了承く
ださい。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
講師紹介 
ガビン・シース博⼠（ニュージーランド草地博⼠） 
グラスファーミングスクールでは、⾺場牧場を舞台に、北海道の酪農家が直⾯する課題への実践的なアド
バイスまで幅広く解説します。博⼠は、これまで世界各地の牧場での研究・指導を通じて培った知⾒をも
とに、参加者へ未来の酪農のあり⽅や持続可能な経営戦略についてのメッセージを届けます。さらに、デ
ィスカッションや質疑応答の時間を通じて、実際の現場に即した具体的なアプローチを学ぶ貴重な機会と
なります。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
⾺場 敏（⾺場牧場 代表） 
北海道由仁町に広がる⾺場牧場は、放牧酪農に挑戦し、その実践的な価値を追求する先進的な牧場です。
経営者である⾺場敏⽒は、⾃然に近い形での放牧を基本とし、⽜たちが⾃由に草を⾷みながら健康的に育
つ環境を整えています。これにより、牧場管理の最適化や、経営の安定化にも成功しており、放牧酪農の
ロールモデルとして注⽬を集めています。 



今回のグラスファーミングスクールでは、⾺場牧場の成⻑や成功事例について、草地管理・経営の両⾯か
ら詳しく解説します。放牧酪農のメリット・課題をリアルに学べる貴重な機会となります。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
佐藤 尚親（雪印種苗株式会社 トータルサポート室） 
草地管理や牧草品種に関する豊富な知識を持つ専⾨家です。これまで多くの酪農家とともに、持続可能な
放牧酪農の実践に取り組んできました。今回の講義では、⾺場牧場の草地管理や経営⾯での成⻑・成果に
ついて、専⾨的な視点から具体的に解説していただきます。牧草の選定と管理⼿法、放牧地の⽣産性向上
のポイント、牧場経営における草地管理の経済的インパクト といったテーマを中⼼に、実際のデータや
事例を交えながら、実践に役⽴つ知⾒を提供していただきます。 
放牧酪農を成功させるうえで、「良質な草づくり」は不可⽋な要素です。より効率的で持続可能な草地管
理の⽅法を学び、参加者それぞれの牧場運営に活かしていただければと思います。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
内⽥ 義崇（北海道⼤学⼤学院 環境⽣命地球化学研究室 准教授） 
環境科学や森林⽣態学を専⾨とする研究者であり、草地や森林の⽣態系管理、環境保全、持続可能な資源
利⽤に関する研究に取り組んでいます。特に、気候変動と農業・酪農との関係について深い知⾒を有し、
⾃然と調和した農業のあり⽅を探求し続けています。 
内⽥先⽣はニュージーランドにて学位を取得しており、国際的な視野から持続可能な農業・酪農の実践に
ついて多⾓的に考察されています。今回のグラスファーミングスクールでは、ガビン・シース博⼠の英語
⾯でのサポートも担いながら、環境⾯における酪農の役割について情報提供していただきます。 
酪農は単なる⾷料⽣産の⼿段にとどまらず、地域の⾃然環境や地球規模での気候変動にも⼤きな影響を与
える産業です。「これからの酪農がいかに環境と共存し、持続可能な形で発展していけるか」について、
皆さんと⼀緒に考える貴重な機会となることでしょう。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
チューター紹介 
⾼原 弘雄（⾼原牧場 代表）・丸藤 英介（丸藤牧場 代表）・宇野 剛司（宇野牧場 代表） 
グラスファーミングスクールでは、「チューター」と呼ばれる実践的な指導者が重要な役割を果たしま
す。チューターとは、放牧酪農で成功を収めている現役の酪農家であり、実際の経営や放牧管理の経験を
もとに、参加者へ具体的なアドバイスや指導を⾏う⼈材です。 

彼らは、経営の効率化、放牧地の管理、⽜群管理、財務⾯での成功事例など、現場レベルで培ったノウハ
ウを共有し、参加者が直⾯する課題に対して実践的な解決策を提⽰します。また、質疑応答やフィールド
ワークを通じて、単なる理論ではなく、すぐに実践できる知識を提供することが特徴です。 

チューターの存在により、参加者は放牧酪農のリアルな成功事例を学ぶことができ、実際の経営に落とし
込むヒントを得られる貴重な機会となります。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
創地農業21 
代表：⼩⾕ 栄⼆（創地農業21 代表・ファームエイジ株式会社 代表取締役）を務め、⽇本の放牧酪農の
発展と持続可能な農業の推進に尽⼒。⻑年にわたり、酪農家の経営改善や草地管理の指導に携わり、実践
的な教育・研究活動を⾏ってきた。「グラスファーミングスクール」などを通じて、次世代の農業者育成
にも⼒を注いでいる。 

副代表：新村 浩隆（創地農業21副 代表・⼗勝しんむら牧場 代表）として、放牧酪農の実践と技術指導
に携わる。特に草地管理や酪農経営の専⾨知識を活かし、現場に即したアドバイスを提供。酪農家ととも
に考え、現実的な解決策を⾒出す姿勢を⼤切にし、持続可能な酪農の実践者を⽀援している。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
創地農業21は、1995年に発⾜された農業・酪農に関する指導・研究・教育機関です。農業者の育成を⽬



的とし、持続可能な農業の発展や環境との共⽣を重視した取り組みを⾏っています。主な活動として、年
2回の「グラスファーミングスクール」や「フィールデイズ・イン・ジャパン」を開催し、放牧酪農や草
地管理の実践的な知識を提供。農業の未来を⾒据え、意欲的な農業者や研究者とともに、新たな農業の可
能性を追求しています。事務局はファームエイジ株式会社内に設置され、運営の中⼼を担っています。 

事務局：ファームエイジ株式会社 北海道⽯狩郡当別町⾦沢166   
E-mal : info@souchi21.jp   携帯：080-2877-8817 （担当：下村） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

🔸募集期間：2025年4⽉14⽇（⽉）〜6⽉28⽇（⼟）＊定員になり次第締め切ります。 

お申し込みはこちらから（Googleフォーム） 

第47回 グラスファーミングスクール      ⇨⇨⇨  
https://forms.gle/47B6xFiZpDBrj8JDA 

30周年記念特別企画 同窓会 in えこりん村  ⇨⇨⇨  

           https://forms.gle/hityNxAtAPYTyv9h7 

  

 


